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概  要 

 

アルミニウム合金鋳物の軽量化・高品質化の要求が高まる中、既存工法の改

良や新工法の開発が進められています。本シーズ研究では、アルミニウム合金

鋳物の軽量化・高品質化に貢献する半溶融成形法を開発します。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

固体と液体が共存する半溶融温度から金型に比較的ゆっくり加圧成形する

ため、内部欠陥が少なく、緻密な組織となります。そのため、既存のダイカス

トに比べて高品質な鋳物を造ることができ、強度や延性も大きく向上するため

軽量化も達成できます。 

本技術の 

有用性 

 鋳物の軽量化・高品質化が達成でき、薄肉部品、自動車の足回り・シャーシ

部品などこれまでダイカストでできなかった鋳物を造ることができます。ま

た、材料成分を様々に変えることができ、部品の機能向上が可能となります。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 
・ヒートシンク、EV モーターケースなどの薄肉・軽量部品 

・ホイール、シャーシなどの高強度・高延性部品 
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